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れ、既に人体通信等への応用性が現実化されている（K. Takiguchi: J. of Advnced 























































































（坂本慎一：SakamotoS. etal. AccoutSci & Tech. 2002: 23（2）: 97-103, J Environ. Eng.










検討。（滝口清昭・河野賢司：参考文献：Takiguchi. K, etal. J Advanced Mechanical 
Design, Systems & Manufacturing. 2008: 2（3）: 429-440, J Advanced Mechanical 
Design, Systems ＆ Manufacturing. 2007: 1（3）: 294-305, IEJCE TechnicalReport. 2013 
in print.）（根日屋英之：参考文献FORN. 2010: 272: 24-27, 関連文献J Institute of Image 















現の変化について、既に先行研究により確定した遺伝子数種類（Sawaguchi.T, Taki. T: 
IJLM. 126（Suppl1: S19-S20, 2012）等の発現変化について大脇が確認する。
予備測定に必要な触法精神障害者の被験者の確保は加茂登志子が、乳幼児の被験者の
確保は米山万利枝が、細胞シートの供給は大脇敏之が、担当する。
音声に関する方法論及び電磁界に関する2種類の方法論が、全て有意の結果を得られ
る見通しのたたない場合、脳波の簡易測定法（商品名necomimi 販売会社neurowear）
による識別可能性を探る。細胞シートに関する遺伝子発現解析方法と対象遺伝子等につ
いては、先行研究があるが現時点で固定していない。
展望
上記は、一卵性双生児及及び一人の個体に潜む複数のペルソナ（人格）という、個人
同定の上での限界点と言える研究対象である。
また、用いる方法論は、高周波心電図、音響工学的解析、電磁的解析と3種類であるが、
何れも個人同定の領域で新しく応用される方法論である。しかし、3者とも既に先行研
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究があり、個体の異なる個人同定においては、ある程度の識別率が確保されていること
が実証されている。
上記に紹介した、ユングの仮説は、潜在的な複数の人格の内的な可聴化を示すもので
あり、これを客観的にかつ自然科学的に識別可能であればそれは様々な可能性をもたら
すであろう。可視化という言葉はよく用いられるようになったが、可聴化という言葉は
あまり用いられていない。
仏教等に現れる輪廻転生の思想は、時間を越えた個人同定の手法が確立されれば、自
然科学的に証明されることが可能である。前世の記憶のある子どもたちに、前世の声の
録音が残っているのであれば、それは識別測定の対象となるが、恐らくその場合、相同
性や共役性がより大きく数値化されるべきであろう。場合によっては、前世療法におけ
る催眠下の異なる前世の人格の声等も、識別測定の対象となるであろう。
多重人格者においては、複数の人格は男性女性の両性が存在しており、個体の性に囚
われない。輪廻転生論においても、ヒトは時空を超えて、ある時代には男性となり、あ
る時代には女性となる。また、性同一性障害の事例を考慮しても、肉体も性も一つの可
徴化という生物現象にすぎないことが伺われる。
この研究は、上記に記された夢のようなおとぎ話のみならず、現世においては、社会
安全政策と深く結びついている。例えば、電磁的な歩行リズムによる個体識別は金融機
関の床に敷くカーペットに内在させることが可能である。
このような研究対象に、科学研究費補助金を継続的な獲得を可能としてくださった文
部科学省と、また科学研究費補助金の挑戦的萌芽枠の設定に、一重に深謝する。
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